
令和３年度 第２回習志野市一般廃棄物処理基本計画策定部会 会議録 

 

１ 開催日時 ： 令和３年５月２１日（金）１３時１５分～１４時４５分 

２ 開催場所 ： 習志野市役所 市庁舎５Ｆ 委員会室 

３ 出席者 

  【部会長】東邦大学理学部生命圏環境科学科 講師 今野 大輝 

  【委員】 千葉工業大学先進工学部生命科学科 教授 五明 美智男 

       市議会議員 央 重則 

       公募委員 三浦 由久 

  【市職員】都市環境部参事 クリーンセンター所長 上野 久 

       クリーン推進課 課長 須藤 恒男 

       都市環境部（クリーン推進課） 主幹 仲野 元 

       クリーン推進課 主事 佐久間 佑介 

       クリーン推進課 主任技師 尾﨑 達也 

       業務課 課長 仁王 俊明 

       業務課 係長 岡里 実 

  【事務局】環境政策課 課長 伊東 尚志 

             係長 篠宮 ちさ 

             主任主事 三橋 一輝 

             主事補 重黒木 優実 

 

傍聴人 ： ０人 

 

４ 議題 

  会議録の作成等 

  会議録署名委員の指名 

  審議 

  （１）習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

  （２）ごみ処理施設の今後について 

  その他 

 

５ 会議資料 

  ※別添資料 

   習志野市一般廃棄物処理基本計画策定部会スケジュール（ロードマップ）※変更されたもの 

   資料１ 家庭系一般廃棄物の受益者負担について 

   資料２ し尿処理の受益者負担について 



   資料３ ごみ処理施設の今後について 

   資料４ クリーンセンター配置図 

   資料５ 習志野市におけるごみ処理に関する研究例【千葉工大提供】 

 

６ 議題内容 

 

開会 

第１ 会議録署名委員の指名 

第２ 審議 

      （１）習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

      （２）ごみ処理施設の今後について 

第３ その他 

  閉会 

 

＜会議概要＞ 

●第２ 審議（１）習志野市一般廃棄物処理基本計画（案）について 

 

【家庭系一般廃棄物の受益者負担について】 

（今野部会長） 

習志野市一般廃棄物処理基本計画について、事務局から説明を求めます。 

 

（上野クリーンセンター所長より「一般廃棄物処理基本計画：家庭系一般廃棄物の受益者負担」

について説明） 

 

【質疑応答】 

（央委員） 

・ 受益者負担額を 50 円という基準にした場合、市としてどれだけの収入があるのか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 現状、収集業務だけで 6 億円かかっている。受益者負担額を 50 円とした場合、他の自治

体の例をとってみても、年間で収入として 1億円はない。 

・ 一部でも負担することで、意識改革や排出者責任を醸成することをメインに考えている。 

（三浦委員） 

・ ごみ袋の値段について、必ずしも 50 円に焦点を当てなくても良いのではないか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 50 円に拘るのではなく、税の投入部分や意識改革等のバランスを考えて決めていこうと

思う。 



（央委員） 

・ 習志野市の世帯数からして 50 円にしたらどれくらいになるのか、細かいことが知りたい。

受益者負担は避けられないと思うが、受益者負担にしていく過程が一番大事になってくる

と思う。 

（五明委員） 

・ 意識改革と責任の醸成とは、具体的にどういうイメージなのか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 具体的にいうと、例えば、清掃工場の建て替え等はごみを減量化すれば規模が小さくなり、

財政負担が少なくなるということがわかってくる。 

・ ごみは出す人がきちんと対応すれば、それに応じて自分たちのまちの政策の方針が見えて

くるということと、ごみを出す人がきちんとしなければ、処理する方も大変であるという

こと。 

（五明委員） 

・ 有料化にしたことでの効果を計量的に市民の方にお見せする必要があるのではないか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 数値でわかる部分は必要だと思っている。 

・ 受益者負担を導入するかしないかに関しては、他の自治体の例を参考に推定でやらなけれ

ばならない。 

・ 皆さんが努力したことでこれだけ減り、それによって基金もこれだけ積立ができたという

のが明確に見えてくると思う。 

（央委員） 

・ 先程の 1億円の話は、特定財源といいながら使い道は特定だが、行政上の一般会計部分が

減るだけなのか。 

・ 例えば、収益が焼却炉など絶対に環境行政で使うことでプールされていくのか、そのよう

なことまで考えているか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 考えている。負担をされる方々に一番わかりやすいのは清掃工場の建設基金だが、建設が

終了すれば終わることになるので、恒常的に意識改革や排出者責任が数量化して見えるよ

うなかたちの条例をつくる必要があると考えている。 

（央委員） 

・ 単純に、6億円から 1億円を引いて減った分、一般会計の負担が減り別のことに使うとい

うことではなく、大事な環境行政に使いますという、まさに基金として存在させるという

意味合いである。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 受益者負担については基金を設け、目的にあったものに使用することで、それが廃棄物処

理にかかる財源であるということを明確にしていきたい。 



・ 受益者負担については政策的なところもあるため、市及び議会で決めていきたいと思う。 

 

【し尿処理の受益者負担について】 

 

（上野クリーンセンター所長より「一般廃棄物処理基本計画：し尿処理の受益者負担」について

説明） 

 

【質疑応答】 

（央委員） 

・ 数件だと思うが、頑なに接続を拒否する理由は何か。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 現時点での負担が月額 1,170 円で済んでいるから。 

・ 借家人のところは接続していない状況が多々見られる。 

（央委員） 

・ 催促しているにも関わらず、大家さんが拒否する理由がわからない。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ きちんと接続をした人たちの負担の軽減だけでなく、本来土地や家を持っている方々が相

応の負担をしていないということ自体が、不公平感を呼んでいると思う。 

（三浦委員） 

・ 地区は固まっているのか。それともバラバラか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 市内の特定のところだけではない。 

（五明委員） 

・ まとまっているのであれば、工事期間を一緒にして費用の軽減になるような措置はできな

いのか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 大家が一緒でその敷地内に家がまとまっているケースはある。例えば、１つの敷地内に家

が５軒あり、大家が１ヶ所だということはあるので、大家が繋げば５軒一緒に繋げること

ができる状況にはなる。 

（五明委員） 

・ 市が収集する義務があるということは衛生法に基づき考えると、このような判断も行政と

して然るべき対応だと思う。 

・ 受益者にとっても、なるべくスムーズに対応してもらえるようなサポートをお願いしたい。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 習志野市の場合、極端に地価が低いところはなく、相応の財産を持っていると考えると、

周知期間を１年設ければクリアできると考えている。 



●審議（２）ごみ処理施設の今後について 

 

（上野クリーンセンター所長より「ごみ処理施設の今後」について説明） 

 

【質疑応答】 

（三浦委員） 

・ 広域のエリアを走行してパッカー車（収集車）がごみを回収している実例がある中で、な

ぜ広域化ができないのか、もう少し具体的に教えてほしい。 

・ 広域化するメリットとデメリットを表にした方が、一般の方も判断しやすいのではないか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ メリットとデメリットに関しては、取りまとめて整理しておこうと思う。 

・ 広域化のデメリットについて収集から処理までのスキームと、災害時の対応については、

御理解いただきたい。 

（五明委員） 

・ 広域化について常時と非常時をしっかりと分け、非常時の要請としてかなり広域化は難し

いということを伝えつつ、単独で持つことの意義というものをもっと強調した方が良いと

思う。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 幸いにもうちには教訓があるので、まとめていきたいと思う。 

（五明委員） 

・ ちなみに防災計画の中で、処理計画のようなものはあるのか。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 「災害廃棄物処理基本計画」がある。しおかぜホールの先に災害廃棄物の仮置き場があり、

そこに溜めて清掃工場で処理する流れになっている。ただし、東日本大震災時のものがま

だ残っている状況である。 

（今野部会長） 

・ 今の話をまとめたものを、次回の部会でお出し願いたい。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ 最後に、習志野市のマンションのごみ捨て状況をビデオで撮ったので、次回の部会に向け

て是非観ていただきたい。 

 

～ ビ デ オ 視 聴 ～ 

 

（上野クリーンセンター所長） 

・ この一般廃棄物処理基本計画は、ごみを出す方々のところから最終処分のところまでを

トータルで考えていかないといけないと考えている。 



・ 御覧いただいたビデオの内容は、たまたまではなく毎回のことであり、市民の方々がご

みを出して終わりというのは、清掃行政を担当し現場を扱っている者として、許し難い

ということがある。 

（三浦委員） 

・ あのようなごみの出し方は、収集員が怪我をしたり、犯罪に近い行為である。マンショ

ンの理事長や管理組合にこのビデオをお見せし、考えさせた方が良い。 

（上野クリーンセンター所長） 

・ このビデオは、有効に使わせていただく。 

 

●第３ その他 

（事務局） 

 次回の第３回習志野市一般廃棄物処理基本計画策定部会 

 ６月１５日（火）１０：００～ クリーンセンター３Ｆ 大会議室 


